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近年、企業や商品のブランドイメージに大きな影響を与える新しい要素がクローズ

アップされつつある。企業や商品と社会との関係すなわち企業や商品におけるソー

シャル（社会的）な側面であり、その中でもとくに注目を集めているのが、企業や商品

におけるエシカル（倫理的）な側面である。

これまでは、企業や商品それ自体の属性価値（内的価値）を高めることでブランドイ

メージを保ってきたわけだが、これからは、企業や商品と社会との関係価値（外的価

値）がきわめて重要になってくる。そういう観点からすれば、社会との関係価値（外的

価値）の代表といえるエシカル（倫理的）な側面がより重要性を増してくることが予想

される。

エシカル（ethical）という言葉は、もともとは「倫理的」「道徳的」という意味であるが、

最近では「環境保全」「生物多様性」「社会貢献」「人権尊重」「伝統文化の保全」「ライ

フスタイル」などの概念を含んで使われるようになりつつある。

本研究は、全６章から構成されている。そして、本研究の中枢部分である「第３章

台頭する世界のエシカルブランド」においては、イギリス7ブランド、欧米8ブランド、日

本6ブランドの、計21ブランドを取り上げ、考察した。以下は本研究の「目次」と「第３

章」の概要である。

第１章 研究の目的と方法

第２章 世界的に注目を集めるエシカルという概念

第３章 台頭する世界のエシカルブランド

第４章 エシカルの視点からみた中国の動向

第５章 ＜脱成長＞の時代に求められるエシカルの視点

第６章 研究の成果と考察

［３.１ イギリスにおけるエシカルブランドの動向］‥‥‥取り上げた7ブランド

①ザ・ボディショップ／化粧品／イギリス ②ラッシュ／化粧品／イギリス ③ニール

ズヤードレメディーズ／化粧品／イギリス ④ヴィヴィアン・ウエストウッド／ファッショ

ン／イギリス ⑤キャサリン・ハムネット／ファッション／イギリス ⑥ステラ・マッカート

ニー／ファッション／イギリス ⑦マークス＆スペンサー／小売業／イギリス

［３.２ 欧米におけるエシカルブランドの動向］‥‥‥取り上げた8ブランド

①パタゴニア／アウトドア／アメリカ ②ベン・アンド・ジェリーズ／アイスクリーム／ア

メリカ ③アヴェダ／化粧品／アメリカ ④トムズ・シューズ／靴／アメリカ ⑤ボル

ヴィック／飲料水／フランス ⑥イードゥン／ファッション／アイルランド ⑦カルミナ・

カンプス／ファッション／イタリア ⑧ネスレ／飲食品／スイス
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